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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· ＣＯＯより～

1 電話料金の節減のため、管理を厳格にして下さい。

庶務と事務管理は電話料金請求に、通話明細内容書（「いつ・どこに・何分・いくら」が一覧表になっている）が付いてきておりますので、これをもらっていない電話番号については今後、取り寄せいたします。この、通話明細内容を次のようにピックアップし、点検して理由の不明な通話や過大な通話については、その詳細を明らかにしていくことになります。

１、通話時刻（いつ）が、19:00PM～7:00AMにおこなわれているもの。

緊急の要件を除き、通話発信が発生しない時間帯です。

　どこの誰にどういう緊急用件があったかを、通話時間の長さに関係なく調べてください。

　今後は、それらの時間帯に発信する場合は、記録してもらうのがいいでしょう。
２、通話時間（何分）が、３分以上のもの（特に５分以上）　

　通話時間が３分以上になっている回数をチェックし、そのうち５分以上の通話につ

いては、どういう用件でどういう理由で５分を超える長電話になったかを調べてくだ

さい。今後は、３分以内を目標にしたいと思います。
３、通話料金が一通話１００円を超えるもの

特に、携帯電話ですが、一通話１００円以上となっているものについて、どこの誰に、どのような理由で電話をしたのかについて、調べてください。
４、発信回数

通話発信の回数も、できるだけ節減したいと思います。これらについても、毎月、調べて、一覧表にしてください。
以上を、毎月の報告としていただきますので、関係各所で遅滞無く協力して下さい。

１から３にあたる電話発信を行った記録を、きちんと発信者は申告するようにすれば、

担当部署（庶務・事務管理）はやりやすいと思います。

スタッフの厳重指導とシステム化をお願いいたします。なお、これらの報告は、執行管理→理事長を経て、節約委員会で現場指導に役立てていただきます。
※病棟で電話をした際は電話記録用紙にきちんと記載していきましょう。

②コピー使用の厳格管理について～コピー使用についての、節減が進みません。あいかわらず、使用の未記載や、記載内容の不明確　も目立ちます。意識が足らないと感じられることも多いです。
先月は、病院のコピー機で、庶務より使用者に利用を注意してもらい、各々考慮して

いただいた結果、三分の一にあたる１０００枚のコピーが削減できました。
南山苑（本部に設置）や青山荘のコピー機でも、厳格管理と意識の向上をして、削減

してください。

次のような、不明朗な使用（例です）は厳禁です。
職員新聞１１９８枚　←　なぜ印刷機でおこなわないのでしょうか？

総務の履歴書などのコピー　←　

　　　　原本があれば複写の必要はありません。

　　　　面接者や執行管理者には、PDFで資料として配布すればいいはずです。

総務の試験問題や説明・研修資料　←

　　　　形式を確定したら、前もって相当数を印刷機で印刷しておくべき。

「南山苑印刷物」　←

　　　　これでは何の中身か不明。（10/21に３４９枚、11/20に２１７枚）

　　　　本当に必要なものか？　申告する意味について意識が足らない。

これらは、南山苑コピー機の使用記載内容で不適切と考えられるものの一部です。

１１月の未記載は１３９枚もありました。同じく、青山荘コピー機使用も不適切です。
また、庶務は、各所のコピー機の使用について、全てを連結集計し、部門ごとの全部

の使用総数を一覧とし、月別比較してください。

また、使用内容も不適切でないかどうか？他に方法が無いか？どうしても必要なのか？

などについて、多量のコピー（２０枚程度以上）をした者を査問してください。
コピー使用枚数について、現状より削減できない部署については、個別に審査し査問

を行います。

　※コピー機を使用する際は必ず使用の記載し枚数によっては印刷機の使用を検討し今後も使用内容・枚数を比較し削減していきましょう。

· 実地指導準備カルテ～措置入院　岡田石子様（川端Dr）

                                出河　攻様（安ヶ平Dr）

　　　　　　　　　　　　　　　　久保　清美様（安ヶ平Dr）

　　　　　　　　　　　　医療保護　石切　久様（安ヶ平Dr）→5/30措置解除

　　　　　　　　　　　　　　　　　青木　君夫様（安ヶ平Dr）→12/25措置解除

　　　　　　　　　　　　　　　　　山下　拓也様（川端Dr）

　　　　　　　　　　　　任意入院　鈴木　茂子様（川端Dr）

　　　　　　　　　　　　上記、検討しています。カルテチェック（特に入浴・作業療法・薬処方・SST・床屋・外出泊等）を行っていきましょう。

・接遇向上委員会～接遇委員会でクレーム対応マニュアル・クレームスキルチェック表を作成しましたので各部署・施設などで行ってみてください。

　　　　　　　　　クレームがあった際クレームレポートやクレーム危機管理分析表の作成がありますのでマニュアルについて分からない点などありましたら、委員会スタッフ若しくは、松川まで連絡お願いします。

・事故対策委員会～①転倒転落アセスメントスコアシートを「委員会フォルダ→転倒転落　　アセスメント→転倒・転落評価→西病棟→2008年」に担当患者様の分の入力を1月10日までに入力して下さい。
2 それぞれのフォルダに「2007」「2008」「退院・転棟」のフォルダを追加していますのでフォルダを使用し統一してください。

③アセスメントシートも統一が図れていないので「新規に作成する患者様分」に関しては原本を使用してください。作成、更新時期に関するフローが「企画」の中に入っていますので各自確認し作業をすすめてください。

④当然のことながら新規入院があった場合には即時評価が必要となります。不明点、確認点は佐々木JGMまでお願いします。

⑤平成20年6月の分入力されていない方のリストを勤務分担表にはさめていますので入力を同じく1月10日までに入力して下さい。

・12/27現在7名正月外泊希望あります。

佐々木　淳様　12/30(火)10：00～1/2(金)17：00

清水　　進様　12/31(水)14：00～1/2(金)14：00

蛭名　豊美様　12/31(水)10：30～1/2(金)11：00

佐々木忠晴様　12/28(日)13：00～12/29(月)20：00

津嶋　イチ子様12/27(土)11：00～12/28(金)13：00

中川原　義雄様12/31(水)14：00～1/3(土)17：00

大久保　敏彦様12/29(月)14：00～1/2(金)16：00

外泊のキャンセルや追加等は決定次第、その都度栄養へ報告して下さい。

12/29（月）に泉川　ケイ子様・加賀谷　芙美子様の外泊について主治医に確認し栄養へ報告お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・加賀谷　芙美子様～ヒューマカートR1本なくなったため処方となっています。

・大久保　敏彦様～12月29日14時～1月2日16時まで、ご家族より外泊願いがあり

主治医より許可となっています。外泊時は薬の確認をご家族へ依頼し今後についての考えを確認していきましょう。12月29日からの定期薬はカート下に入れています。

・小保内　千夏様～姉様へ落し物の車の鍵を渡しています。コンタクトレンズがなくなったため姉様が本日中に届ける予定でしたが、眼科が休みとの事で届いていません。正月外泊を勧めると保護者の父様と相談すると話されています。

・木村　義重様～本人より「から揚げ以外の鶏肉は食べることができない」ということで栄養に確認し「から揚げ以外鶏肉禁」と食事形態変更可能とのことです。12/29（月）のリーダーは田名部Drに確認し後日猪股Drに報告お願い致します。

・出河　攻様～末政ＰＳＷと話がしたいと話しておりＰＳＷへ情報提供しています。

＜もちつき大会反省＞

· 餅を食べる事ができて患者様は喜んでいた。

· 患者様が食べやすいような餅の大きさに切ってあった。

· 事前の説明が分かりにくく段取りがスムーズではなかった。

· 餅の振り分け方が上手くできていなかった。

（前半のＢグループの患者様は多く食べることができて後半のＡグループの患者様が足りなくなった）

· 後半のＡグループがきなことあんこしか残らなかったので工夫が必要。（少なく盛るか多めに発注するか）

· Ａグループの患者様が待てなかった（病状もあるが）ためＡグループを先にした方がよいのではないか。

· 時間配分に余裕が必要。

· お茶を配るタイミングを考えた方がよい。患者様が先にお茶を飲みなくなり不足した。

· 準備を早めに行った方がよい。

· 患者様が待っている時間に何か工夫が必要ではないか。

· 音楽は演歌であったがどうであったか。

· 他病棟のトイレ誘導はその病棟のスタッフが患者様の誘導を行って欲しい。西病棟のスタッフのところに他病棟の患者様がくることが多かった。

· 患者様の座る位置が分かりにくかった。

＜日常生活支援評価・検討＞

・中村　マス様～スタッフ声がけに怒りっぽさあり。チェスト内の牛乳パックやトイレットペーパーの芯をしまっていることあり介入している。病棟や作業室から備品を持ってくることあり声がけして返却して頂いている。

